
令和４年（２０２２年）７月号

多くのイベントで活躍している三原高校器楽部OB会が，「心のふれあい」をテーマにした心あたたまる

コンサートを開催します。みなさんになじみのあるアニメ・映画・スポーツの曲を取りそろえ，観客のみな

さんが手拍子や打楽器で参加できる曲も準備しています。みなさまのご参加を心よりお待ちしています。

 ところ 三原市人権文化センター　２階大会議室 主なプログラム（全８曲のうち4曲を紹介）

 ※ ゴナ・フライ・ナウ（ロッキーのテーマ）

 演　奏 三原高校器楽部OB会  ※ JAPAN BLUE Ⅱ（サッカー日本代表の応援ソング等）

 ※ パプリカ（観客も手拍子や打楽器で参加できる曲）

 定　員 50名　申し込み不要　入場無料  ※ 残響散歌（アニメ鬼滅の刃[遊郭編]オープニングテーマ）

 ※　新型コロナウイルス感染防止策を行ったうえで実施します。
人権相談 　　 　

人権相談員が相談をお受けします。 　 ◇と　き　土・日・祝日を除く10時～16時

相談は無料で，秘密は守られます。 ◇ところ　三原市人権文化センター

お気軽にご相談ください。 ◇電　話　0848-66-1111

「誰 か」 の こ と じ ゃ な い 。 自 分 自 身 の こ と と し て 考 え よ う 。　

発行／三原市人権推進課

編集／三原市人権文化センター

所在地／三原市長谷一丁目６番１号
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「今，子どもの権利を考えよう！」

と き ７月21日（木）19:00～20:30 

と こ ろ 三原市人権文化センター 大会議室

講 師 県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科 田中 聡子（たなか さとこ）教授

定 員 60名（申し込み不要） 参加費 無料

内 容 生きる権利，育つ権利，参加する権利，すべての子どもたちが，自分らしく健やかに安心し

て過ごせるために必要な権利です。しかし，いじめや児童虐待など子どもたちの権利は守られ

ているのでしょうか。子どもたちのおかれている現状や問題となっている背景，家族や地域は

どう関わっていくのかなど学んでいきたいと思います。ぜひ，ご参加ください。

※ 新型コロナウイルス感染防止対策を行ったうえで実施します。

夏本番！

と き ７月30日（土）18:30～19:30



  ７月１１日 世界人口デー 

 7月 11日は「世界
せ か い

人口
じんこう

デー」です。1987年 7月 11 日に，国連
こくれん

がユーゴスラビア（当時）で生まれた

男の子を 50億人目
おくにんめ

と認定
にんてい

したことに基
もと

づき，世界の人口問題
もんだい

について感心
かんしん

を深めてもらうために制定された

記念
き ね ん

日
び

です。1995年に北京
ぺ き ん

で開
かい

催
さい

された世界女性
じょせい

会議
か い ぎ

（北京会議）の「行動
こうどう

要領
ようりょう

」には，リプロダクティ

ブ・ヘルス  ／ライツ  は女性の人権であり，最
さい

高水準
こうすいじゅん

の健康
けんこう

を享受
きょうじゅ

する女性の権利
け ん り

は，全
ぜん

ライフサイ

クルを通
とお

して男性
だんせい

と平
びょう

等
どう

に保障
ほしょう

されなければならない，と明記
め い き

されました。 

※1 リプロダクティブ・ヘルスとは，性
せい

や子
こ

どもを産
う

むことに関わるすべてにおいて，身体
しんたい

的にも精神
せいしん

的に

も社会的にも本人の意思
い し

が尊重
そんちょう

され，自分
じ ぶ ん

らしく生きられること。 

※2 リプロダクティブ・ライツとは，自分の身体に関することを自分自身
じ し ん

で決められる権利のこと。 

       

 

【 民族
みんぞく

の伝統
でんとう

と文化
ぶ ん か

 】 

アイヌの人々は，固有
こ ゆ う

の言語
げ ん ご

であるアイヌ語
ご

や伝統的
てき

な儀式
ぎ し き

・祭事
さ い じ

，多
おお

くの口承
こうしょう

文学
ぶんがく

(ユカラ)

など独自
ど く じ

の豊
ゆた

かな伝統や文化を持
も

っています。しかし，明治
め い じ

維新
い し ん

後
ご

の「北海道
ほっかいどう

開拓
かいたく

」などが進
すす

め

られる中
なか

で，いわゆる同化
ど う か

政策
せいさく

(日本人
にほんじん

化
か

の強制
きょうせい

)などにより，今日
こんにち

では，その文化の十分
じゅうぶん

な

保存
ほ ぞ ん

・伝承
でんしょう

が図
はか

られているとは言
い

い難
がた

い状 況
じょうきょう

にあります。 

※「口承文学」とは，文字
も じ

に書
か

かれないまま，民衆
みんしゅう

の口
くち

から口へと受
う

け継
つ

がれた文学。 

 

【差別
さ べ つ

意識
い し き

の解消
かいしょう

へ】 

 平成
へいせい

9(1997)年
ねん

，アイヌの人々の民族としての誇
ほこ

りが尊重
そんちょう

される社会
しゃかい

の実現
じつげん

を図ることを

目的
もくてき

とした「アイヌ文化の振興
しんこう

並
なら

びにアイヌの伝統等に関
かん

する地域
ち い き

の普及
ふきゅう

及
およ

び啓発
けいはつ

に関する法律
ほうりつ

」

が制定
せいてい

されました。その後
ご

，令和元
れいわがん

(2019)年には「アイヌ施策
し さ く

推進法
すいしんほう

」が施行
し こ う

され，アイヌの

人々へのアイヌであることを理由
り ゆ う

とした差別
さ べ つ

等
など

の禁止
き ん し

やアイヌ政策
せいさく

を総合的
そうごうてき

かつ継続
けいぞく

的に実施
じ っ し

するための支援
し え ん

措置
そ ち

などが定
さだ

められ，地域振興，産業
さんぎょう

振興，観光
かんこう

振興を含
ふく

めた施策を推進して

います。 

しかし，未
いま

だアイヌの人々に対
たい

する理解
り か い

が十分ではないため，就 職
しゅうしょく

や結婚
けっこん

などにおいて偏見
へんけん

や差別が依然
い ぜ ん

として存在
そんざい

しています。私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりが，アイヌの人々の独自
ど く じ

の文化や伝統

を尊重
そんちょう

し，アイヌの人々について理解と認識
にんしき

を深
ふか

めていくことが大切
たいせつ

です。 

参考：広島県
ひろしまけん

人権
じんけん

啓発
けいはつ

冊子
さ っ し

「気
き

づき」から「きずな」へ 

※ 

※1 ※2 


